2006年1月18日

旭化成ケミカルズ株式会社
韓国デラグラス㈱における液晶テレビ用拡散板生産ライン新設について

旭化成ケミカルズ株式会社（本社：東京都千代田区、社長：藤原健嗣）、ＲＡＹＧＥＮ．Ｃｏ．，Ｌｔｄ．（本社：大韓民国慶北道漆谷郡、社長：太聖吉）及びサムスン物産株式会社（本社：大韓民国京畿道城南市、社長：池成河）は、このほど3社の合弁会社である韓国デラグラス株式会社において、液晶テレビ用拡散板生産ラインを新設することを決定いたしましたのでお知らせします。

1．背景

液晶ディスプレイ市場は、パソコンモニター用に加え、液晶テレビ用需要が急拡大しており、特に、韓国において、テレビ用液晶ディスプレイパネルの大型増設が計画されております。このため、需要が拡大する液晶テレビ用拡散板について、韓国内のお客様の要望に応え、現地生産を実施することといたしました。

2．新設計画の概要

(1) 生産能力
： 押出板（拡散板）　4千トン／年

(2)　稼動時期
：　2006年9月　　

《ご参考》

韓国デラグラス株式会社　概要

(1) 会社名
：　韓国デラグラス株式会社（DELAGLAS KOREA CORPORATION）
(2) 資本金
：　50億ウォン

(3) 出資比率
： 旭化成ケミカルズ60％、ＲＡＹＧＥＮ30％、サムスン物産10％

(4) 代表者
： 共同代表　社長　太聖吉、副社長 能勢雅紀　

(5) 所在地
： 大韓民国 京畿道 平澤市 

(6) 生産能力
： 押出板（導光板）　6千トン／年

以　上

＜本件に関するお問い合わせ先＞
旭化成株式会社

広報室

TEL　03-3507-2060
旭化成ケミカルズ株式会社
ＭＭＡ事業部
TEL　03-3507-2443
